
◎商業捕鯨の実施等のための鯨類科学調査の実施に関する法律 
（平成二九年六月二三日法律第七六号）（参）   

一、提案理由（平成二九年六月一三日・参議院農林水産委員会） 

○徳永エリ君 皆さん、お疲れさまでございます。 

 ただいま議題となりました商業捕鯨の実施等のための鯨類科学調査の実施に関する法

律案につきまして、その趣旨及び主な内容について御説明申し上げます。 

 我が国の伝統と文化である捕鯨に関しては、国際捕鯨委員会における商業捕鯨の一時

停止の決定以降、商業捕鯨の再開のために必要な科学的知見を収集するため、国際捕鯨

取締条約に基づく鯨類捕獲調査が実施されてきました。 

 しかしながら、近年、反捕鯨団体による過激な妨害活動により調査の実施に支障が生

じ、また、国際司法裁判所の南極における捕鯨訴訟において我が国にとって厳しい判決

が出されました。 

 現在、新たな計画に基づく調査が開始されておりますが、平成二十六年四月の衆議院

農林水産委員会及び本委員会の調査捕鯨実施等に関する決議を踏まえ、鯨類に関する科

学的調査を国の責務として位置付け、安定的かつ継続的に実施するための法律の制定が

必要とされています。 

 本法律案は、このような状況を踏まえ、商業捕鯨の実施等のための鯨類科学調査を安

定的かつ継続的に実施するために必要な事項について定めることにより、商業捕鯨の実

施による水産業等の発展を図るとともに、海洋生物資源の持続的な利用に寄与しようと

するものであります。 

 以下、本法律案の主な内容を御説明申し上げます。 

 第一に、鯨類科学調査の基本原則として、主として商業捕鯨の実施のための科学的知

見を得ること、条約及び科学的知見に基づくこと等の基準を全て満たし、かつ、原則と

して捕獲を伴うことを定めております。 

 第二に、鯨類科学調査を国の責務として位置付ける観点から、基本方針及び鯨類科学

調査計画の策定を政府に義務付け、指定鯨類科学調査法人等により調査を実施すること

としております。 

 第三に、鯨類科学調査の費用の補助について定めるとともに、調査研究を行う人材の

養成、調査用船舶の確保等の実施体制の整備に必要な措置を講ずることとしております

。 

 第四に、妨害行為の防止及び妨害行為への対応のための施策として、調査実施主体に

対する支援、調査実施海域への政府職員及び船舶の派遣、関係行政機関による情報共有

等について規定しております。 

 第五に、科学的知見の国内外における普及活用、鯨類文化等についての広報活動の充

実、捕獲した鯨類の調査終了後における有効かつ合理的な利用及び学校給食における利

用の促進等について必要な措置を講ずることとするほか、財政上の措置等について規定



しております。 

 第六に、鯨類科学調査以外に地域で取り組まれている鯨類の科学的な調査についても、

必要な措置を講ずることとしております。 

 なお、この法律は、公布の日から施行することとしております。 

 以上が、この法律案の趣旨及び主な内容であります。 

 本法案の今国会での成立を目指し、何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同をお願いを

申し上げます。 

 鯨類科学調査の実施、商業捕鯨の再開について様々な御意見があることは承知いたし

ております。平成二十六年四月の衆参農林水産委員会で、国の責務として調査捕鯨を位

置付けることという国会決議を行っております。国会の意思によって南極海と北西太平

洋において調査捕鯨は実施されています。また、反捕鯨団体が新型船を建造し、調査捕

鯨船への妨害活動もますます激しくなることも予想され、今年十一月にも予定されてい

る南極海における鯨類科学調査、ＮＥＷＲＥＰへの実施に向けて、御家族も大変に心配

されております。乗組員の安全を確保するための対策が急がれます。 

二、参議院農林水産委員長報告（平成二九年六月一四日） 

○渡辺猛之君 ただいま議題となりました法律案につきまして、農林水産委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、商業捕鯨の実施等のための鯨類科学調査を安定的かつ継続的に実施する

ために必要な事項を定めることにより、商業捕鯨の実施による水産業等の発展及び海洋

生物資源の持続的な利用への寄与を目的とするものであります。 

 委員会におきましては、発議者徳永エリ君より趣旨説明を聴取した後、南極海及び我

が国沿岸における捕鯨の在り方等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録に

よって御承知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、衆議院農林水産委員長報告（平成二九年六月一六日） 

○北村茂男君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、農林水産委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、商業捕鯨の実施等のための鯨類科学調査の実施に関する法律案は、最近におけ

る捕鯨をめぐる国際的な状況を踏まえ、我が国の責務として商業捕鯨の実施等のための

鯨類科学調査を安定的かつ継続的に実施するため、鯨類科学調査に関し、基本原則、国

の責務を定めるとともに、基本方針及び鯨類科学調査計画の策定、実施体制の整備、妨

害行為への対応のための措置等について定めるものであります。 

 本案は、参議院提出に係るもので、昨十五日本委員会に付託をされました。 



 委員会におきましては、同日、提出者を代表し参議院議員山田修路君から提案理由の

説明を聴取した後、直ちに採決をいたしました結果、全会一致をもって原案のとおり可

決すべきものと議決した次第であります。 

 以上、御報告申し上げます。 

 


